
 

 

 

 

 

 

 
さ い た ま 市 教 育 委 員 会 

《第１次試験実施日：平成２２年７月１１日（日）》 

さいたま市立小・中学校等教員採用選考試験実施要項 
平成２３年度  

 

「ゆめをもち、未来を切り拓く、さいたま市の子ども」の実現を目指して 

を備えた

 「 豊 か な 人 間 性 と 社 会 性 」

「強い使命感と教育への情熱」

「幅広い教養と実践的な専門性」

さいたま市が求める教師像 

常に学び続ける教師

 

 

 

 

 

 

１ 目的 

 さいたま市立小・中学校等教員の採用候補者を選考するために実施します。 

 

２ 選考の対象となる志願区分・教科等・採用見込数 

志願区分 教     科     等 採用見込数 

小学校教員 全教科 
正規採用 １３５人程度 

臨任採用  ７０人程度 

中学校教員 
国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術、

家庭、英語 

正規採用  ６０人程度 

臨任採用  ３０人程度 

養 護 教 員 養護全般 
正規採用   ８人程度 

臨任採用   若干名 

  ※ 正規採用は、正規採用合格者。臨任採用は、臨時的任用教員候補者名簿登載者とします。 

※ 臨任採用となり、平成２３年度臨時的任用教員としてさいたま市で勤務した場合、平成２４年度教員

採用選考試験では、勤務期間に関わらず臨任教員勤務実績特別選考での受験が可能となります。 

※ 採用見込数は予定であり、過不足状況により変更する場合があります。 

※ 埼玉県公立小・中学校等教員採用選考試験の受験を希望する方は、埼玉県教育委員会において要項を

受領してください。 

 

３ 受験資格 

 (1) 昭和２７年４月２日以降に出生した方 

 (2) 志願する学校種別の教員普通免許状を所有している方又は平成２３年３月３１日までに取得見込の方 

 (3) 地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条の欠格条項に該当しない方 

※ 生年月日が、昭和４０年４月２日～昭和４１年４月１日又は昭和５０年４月２日～昭和５１年４月１日

の期間内の方は平成２１年４月１日～平成２３年１月３１日の間に、昭和４１年４月２日～昭和４２年４

月１日又は昭和５１年４月２日～昭和５２年４月１日の期間内の方は平成２２年４月１日～平成２４年

１月３１日の間に、免許状更新講習を受講する必要があります。 

 

４ 選考区分 

 一般選考及び特別選考の方法により実施します。一般選考とは次の特別選考以外です。 

※ 特別選考に該当している方でも一般選考による受験は可能です。 
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５ 特別選考 

種 別 受 験 資 格 備 考 

小学校大学推薦特別

選考（以下「大学推

薦特別」） 

小学校教諭の１種普通免許状取得のための課程認定を受け

ている大学の推薦を受けた方で、平成２３年３月に卒業見

込み又は大学院修了見込みの方を対象とします。 

※詳細は、別途定める要項によります。また、要項は、対

象の大学に送付します。 

第１次試験を免除します。

経験者特別選考（以

下「経験特別」とい

う。） 

国公立の小学校・中学校・特別支援学校（小学部・中学部）

において、本採用教員として３年以上の勤務経験を有する

方を対象とします。ただし、養護教員については国公立高

等学校経験者も含みます。 

第１次試験を免除します。

臨任教員勤務実績特

別選考（以下「臨任

特別」という。） 

次の①～③のいずれかに該当する方を対象とします。勤務

校種にかかわらず、所有している教員普通免許状の校種を

受験できます。 

① さいたま市立の小学校・中学校・特別支援学校の臨時
的任用教員として、平成２０年４月１日から平成２２

年３月３１日までの２年間において、通算６か月以上

（通算１７０日以上）の勤務期間を有する方 

② さいたま市少人数指導サポートプラン臨時教員補助員
として、平成２０年４月１日から平成２２年３月３１

日までの２年間において、通算１２か月以上（通算３

４０日以上）の勤務期間を有する方 

③ さいたま市立の小学校・中学校・特別支援学校の臨時

的任用教員及びさいたま市少人数指導サポートプラン

臨時教員補助員の両方の勤務実績を有する場合で、臨

時的任用教員の勤務期間と、教員補助員の採用期間を

２で除して得た期間を加えた期間が、平成２０年４月

１日から平成２２年３月３１日までの２年間におい

て、通算６か月以上（通算１７０日以上）の勤務期間

を有する方 

第１次試験の筆答試験に

替えて論文試験を実施し

ます。 

小学校音楽専科特別

選考（以下「音専特

別」という。） 

小学校で主に音楽の授業を行う教員を希望する方で、小学

校普通教員免許状及び中学校音楽の普通教員免許状を所有

している者又は平成２３年３月３１日までに取得見込の方

を対象とします。 

 

第１次試験の筆答試験に

替えて論文試験を実施し

ます。第２次試験の実技試

験は教科等に関する実技

を実施します。 

青年海外協力隊等派

遣特別選考（以下「派

遣特別」という。） 

青年海外協力隊及び日系社会青年ボランティアの国際貢献

活動に従事したことのある方で、平成１７年４月１日から

平成２２年３月３１日までの５年間において、通算２年以

上の派遣経験を有する方を対象とします。 

第１次試験の筆答試験に

替えて論文試験を実施し

ます。 

特別支援教育特別選

考（以下「特教特別」

という。） 

主にさいたま市立の小学校・中学校の特別支援学級又は特

別支援学校において、特別支援教育担当教員を希望し、小

学校普通教員免許状及び特別支援学校普通教員免許状(領

域を問わない。)又は中学校普通教員免許状及び特別支援学

校普通教員免許状(領域を問わない。)を所有している方又

は平成２３年３月３１日までに取得見込の方を対象としま

す。 

第１次試験の筆答試験に

替えて論文試験を実施し

ます。 

社会人特別選考（以

下「社会人特別」と

いう。） 

民間企業又は官公庁等での正社員又は正規職員として、通

算３年以上の勤務経験を有する方を対象とします。 
第１次試験の筆答試験に

替えて論文試験を実施し

ます。 

障害者特別選考（以

下「障害者特別」と

いう。） 

自力による通勤ができ、かつ、介助者なしに職務の遂行が

可能である方及び身体障害者手帳の交付を受け、その障害

の程度が１級から６級までの方を対象とします。 

第１次試験の筆答試験に

替えて論文試験を実施し

ます。なお、障害の種類や

程度に応じ受験上の配慮

を行います。 
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６ 第１次試験免除の特例 

  平成２２年度さいたま市立小・中学校等教員採用選考試験の補欠者については、前年度と同一校種・教
科等を受験する場合に限り、第１次試験を免除します。（以下「１次特例」という。） 

７ 出願手続 

志 願 書 類 
提 出 方 法 

受 付 期 間 等 備 考 

持 参 

平成２２年５月１４日（金） 

～ 平成２２年５月１８日（火） 

（土曜日、日曜日も受付します。） 

<受付時間> 午前９時～１２時  午後１時～ ４時 

<受付会場> （記入要領等４頁案内図参照） 

  さいたま市立教育研究所 

  さいたま市浦和区岸町６－１３－１５ 

※ 駐車場がございませんので、自動車での来場はご遠慮ください。

◎埼玉県内に居住する方は、本人が直

接持参してください。 

埼玉県以外の関東地区に居住する

方も持参を原則としますが、持参で

きない場合は郵送してください。親

族又は勤務校の関係者に限り、代理

人による提出も可能です。 

郵 送 

平成２２年５月１２日（水）消印まで有効 

（平成２２年５月６日（木）以降に郵送してください。）

<郵送先・問い合わせ先> 

 〒３３０－９５８８ 

 さいたま市浦和区常盤６－４－４ 

さいたま市教育委員会 学校教育部 

教職員課 人事係 

℡ ０４８－８２９－１６５３ 

◎封筒は、角型２号封筒を利用し、表

の左下に志願区分・教科名を朱書き

してください。 

◎「特定記録」郵送で申し込んでくださ

い。この方法以外で郵送した場合の

事故に対しては責任を負いません。

◎提出書類等の内容を確認の上、送付

してください。 

※ 他校種及び他教科等との重複出願はできません。 

８ 提出書類（志願書の記入方法は、出願書類の記入要領等を参照） 

提 出 時 期 提 出 書 類 備 考 

 

 

 

５月１４日（金） 

 

５月１８日（火） 

(1) さいたま市立小・中学校等教員採用志願書 

(2) 自己申告書 

(3) ５０円切手《１次特例志願者を除く》 

以下該当者のみ 
(4) 通知用封筒《経験特別選考志願者は２通》、《障

害者特別選考志願者、１次特例志願者及び大学

推薦特別選考志願者は１通》 

(5) 履歴書の写し《経験特別選考志願者のみ》 

(6) 戸籍抄本（現在の姓と履歴書の姓が異なる方のみ）

(7) 独立行政法人国際協力機構発行の派遣証明書

《派遣特別選考志願者のみ》 

(8) 身体障害者手帳の写し《障害者特別選考志願者のみ》 

(9) 推薦書《大学推薦特別選考志願者のみ》 

(10)勤務証明書(在職期間の記されたもの・形式自

由)《社会人特別選考志願者のみ》 

◎５０円切手は、『切手提出用台紙

（記入要領等８頁）』にクリップで

留めること。 

◎封筒は、角型２号封筒に、 

１４０円切手を貼ること。封筒に

は、郵便番号、住所、氏名（「様」

まで）を記入すること。 

◎履歴書の写しは、本採用最終勤務

校の保管する履歴書の写しで、Ａ

４サイズにコピーし所属長が原本

証明したものとする。 

◎身体障害者手帳の写しは、Ａ４サ

イズにコピーしたものとする。 

 

 

 

７月１１日（日） 

(1) 人物評価表 

(2) 第１次試験結果通知用封筒（１通） 

(3) 学校支援ボランティア等推薦書《提出は任意》

 ◎学校支援ボランティア等推薦書は、任意提出

とする。記入者は、学校支援ボランティア等

を実施した学校長とし、記入者が厳封したも

のとする。 

◎人物評価表は、最終卒業（見込）

学校の学長、学部長等又は在職し

た所属長が評価したもので、評価

者が厳封したものとする。現在、

学校に勤務している方は、勤務校

の校長が証明したもの。 

◎封筒は、角型２号封筒に、 

１４０円切手を貼ること。封筒に

は、郵便番号、住所、氏名（「様」

まで）を記入し、左下に志願区分、

教科名、受験番号を記入すること。

第 １ 次 試 験 

受 験 時 

〜 

志 願 書 

提 出 時 
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８月 ７日（土） 

(1) 人物評価表《第１次試験受験者を除く》 
(2) 教員免許状写し又は教員免許取得見込証明書
(3) 第２次試験結果通知用封筒（２通） 
(4) 学校支援ボランティア等推薦書《任意提出、

第１次試験時提出者を除く》 

以下該当者のみ 

(5) 戸籍抄本（現在の姓と教員免許状の姓が異な
る方のみ）《経験特別選考志願者を除く》 

◎教員免許状写しは、Ａ４サイズと

し、両面である場合は原本どおり

両面１枚にコピーすること。 

◎封筒は、角型２号封筒に、 

１４０円切手を貼ること。封筒に

は、郵便番号、住所、氏名（「様」

まで）を記入し、左下に志願区分、

教科名、受験番号を記入して２通

提出すること。 

８月 ８日（日） (1) 体育実技調書（第２次試験受験者に送付）《小

学校、中学校体育実技受験者のみ》 
 

第２次試験 

受 験 時 

 ※ 不備のある志願書類は受け付けません。また、提出された書類は返却しません。 

 ※ 記載事項に虚偽や不正があった場合は、受験を認めないか合格を取り消すことがあります。 

９ 身体に障害のある方の出願 

 (1) 試験の際に点字、拡大文字、手話及び車椅子使用等による受験を希望する場合は、志願書提出時に申し

出てください。 

 (2) 実技試験等の免除を希望する場合は、志願書提出時に申し出てください。 

10 第１次試験 

 (1) 期 日  平成２２年７月１１日（日） 

 (2) 会 場  第１次試験受験票で指定する会場 

 (3) 内容及び日程 

 
７月１１日 

 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

教 科 等 

専 門 分 野 

○志願する教科等に関し、教員として必要な知識、技能及び学習指導法等の基

礎を問う択一式の試験 
筆答試験 

一般教養及 

び教職教養 

○人文・社会・自然科学及び時事問題等の分野に関するものや教育原理等の教

職科目の各分野にわたる基礎的教養を問う択一式の試験（２９問） 

論文試験《特別選考志願者》 
○学校教育に関する論題についての論述 

（１題・８０分・１２００字以内） 

面 接 試 験 ○集団面接（１グループにつき４０分程度） 

  ※ 学習指導要領については、新学習指導要領（平成２０年３月告示）から出題する。 

 
8:50 10:30  

8:30 9:15 10:15 10:40 11:40 12:50 17:15  
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食 
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養 
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受

付 
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験 

面 接 試 験 
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憩 

面
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験 
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憩 
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食 

受

付 

特別選考 
（障害者特 
別を除く） 

 
一般選考 

の部 
 

 

 

 

 

 

 
 

12:10 10:35  
 10:50 
 (4) 携行品等 

  ①第１次試験受験票 ②人物評価表 ③第１次試験結果通知用封筒 ④上履き ⑤はきもの入れ  

⑥筆記用具（ＨＢの鉛筆を含む） ⑦弁当 ⑧飲物 ⑨学校支援ボランティア等推薦書（任意提出） 

  《中学校教員》《数学》･･･定規、コンパス 
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11 第２次試験（第１次試験合格者、経験特別選考志願者、大学推薦特別選考志願者及び１次特例志願者について行います。） 

 (1) 期 日  平成２２年８月７日（土）・８日（日） 

 (2) 会 場  第２次試験受験票で指定する会場 

 (3) 内容及び日程 

 
８月 ７日 

 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

適 性 検 査 ○適性検査 

論 文 試 験 
○学校教育に関する論題についての論述 

（１題・４５分・８００字以内） 

面 接 試 験 ○個人面接 

 
10:45 9:50 8:30 

 8:10 12:15 13:15 17:15 9:00 11:00 10:00 
 

諸
注
意 

受

付 

休

憩 

休

憩 

（
個
人
面
接
）

面
接
試
験 

  

休

憩 

昼

食 

 

（
個
人
面
接
） 

面
接
試
験 

 

論
文
試
験 

 

適
性
検
査 

 

 

 
 
 

８月 ８日  

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

実 技 試 験 

○小学校教員は、模擬授業、水泳・鉄棒に関する実技 

○中学校教員、養護教員及び音専特別選考志願者は、教科等に関する実技 

＊特別支援教育特別選考志願者については、志願区分での実技試験のほか、特別支援

教育に関する面接試験を実施 

 

8:10 
8:  30
9:  00

 12:00 13:00 17:15 
 

実
技
試
験 

諸
注
意 

受

付 
実
技
試
験 

  

休

憩 

昼

食 

 

 

 

 

 
※ 志願区分・教科によって終了時刻は異なります。

 

 (4) 実技試験 

志 願 区 分 教 科 内 容 

ア 模擬授業及び模擬授業に係る質問 

 小 学 校 

 教 員 

全教科 イ 実技 
《体育》① 水泳（平泳ぎ又はクロールで２５ｍ） ② 鉄棒運動 

小 学 校 

教 員 

※音専特

別のみ 

音 楽 

ア 模擬授業   
イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 
ウ 実技 
① 提示された旋律をソプラノリコーダーで演奏する。 
② 「コンコーネ」（５０番）の中から当日指定された１曲を歌う。 
③ 任意の楽器又は歌の演奏を行う。 
※ ピアノ演奏については、試験会場に用意したピアノを使用する。 

エ 次の楽曲から１曲を選び、ピアノで弾き歌いをする。 
「まきばの朝」、「もみじ」、「こいのぼり」、「冬げしき」、「おぼろ月夜」、 
「われは海の子」（移調可） 

国 語 ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 

社 会 ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 

数 学 ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 

 

中 学 校 

教 員 
理 科 ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 

－ ５ － 



－ ６ － 

音 楽 

ア 模擬授業   
イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 
ウ 実技 
① 提示された旋律をアルトリコーダーで演奏する。 
② 「コンコーネ」（５０番）の中から当日指定された１曲を歌う。 
③ 任意の楽器又は歌の演奏を行う。 
※ ピアノ演奏については、試験会場に用意したピアノを使用する。 

エ 次の楽曲から１曲を選び、ピアノで弾き歌いをする。 
「花の街」、「赤とんぼ」、「浜辺の歌」、「夏の思い出」、「荒城の月」、「花」、 
「早春賦」（移調可） 

美 術 
ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 
ウ 実技 作品の制作 

保 健 

体 育 

ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 
ウ 実技 ①鉄棒運動 ②マット運動 ③ハードル走 ④水泳 ⑤バスケットボー
ル・サッカー・バレーボールのうち２種目 ⑥柔道・剣道・ダンスのうち１種目 

技 術 

ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 
ウ 実技 ①「材料と加工に関する技術」に係る実技 ②「エネルギー変換に関する技
術」に係る実技 ③「生物育成に関する技術」に係る実技 ④「情報に関する技術」
に係る実技 ※①～④の内容のうち、指定する３内容 

家 庭 
ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 
ウ 実技 ①食生活に関すること ②衣生活に関すること 

中 学 校 

教 員 

英 語 
ア 模擬授業  イ 模擬授業に係る質問及び専門性に係る質問 
ウ 実技 英会話に関すること 

養 護 教 員 ア 養護に関する実技及び専門性に係る質問 

※ 特別支援教育特別選考志願者については、志願区分での実技試験のほか、特別支援教育に関する面接試

験を実施します。 

(5) 携行品等 

 ア 受験者共通 

   ①第２次試験受験票 ②教員免許状写し又は教員免許取得見込証明書 ③第２次試験結果通知用封筒
（２通） ④筆記用具 ⑤上履き ⑥はきもの入れ ⑦弁当 ⑧飲物 ⑨学校支援ボランティア等推薦
書（任意提出、第１次試験時提出者を除く） 

  イ 該当者のみ ・戸籍抄本 

 ウ 志願区分（教科）で必要なもの 

   《小学校教員》･･･体育実技調書、水着、水泳帽（ゴーグル使用可）、運動着、体育館シューズ、外履き
用シューズ等(体育館から校庭をとおり、プールまで使用します。) 

《音 専 特 別》･･･弾き歌いに用いる楽譜、コンコーネ（５０番）の楽譜、ソプラノリコーダー、 
任意の演奏に用いる楽器、楽譜(２部)及び必要があれば伴奏テープ（ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ） 

         ※任意の演奏の楽譜（旋律の分かるもの）は当日１部提出していただきます。 

   《中学校教員》※学習指導要領については、平成２０年３月告示の新学習指導要領とする。 

〔国 語〕･･中学校学習指導要領解説(国語編)、国語辞書 
〔社 会〕･･中学校学習指導要領解説(社会編) 
〔数 学〕･･中学校学習指導要領解説(数学編）、三角定規、コンパス、ものさし 
〔理 科〕･･中学校学習指導要領解説(理科編)、白衣 
〔音 楽〕･･弾き歌いに用いる楽譜、コンコーネ（５０番）の楽譜、アルトリコーダー、任意の演

奏に用いる楽器、楽譜（２部）及び必要があれば伴奏テープ（ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ） 
 ※任意の演奏の楽譜（旋律の分かるもの）は当日１部提出していただきます。 

〔美 術〕･･水彩用具一式（画板・水入れを含む）、鉛筆、実技に適する服装 
〔保健体育〕･･中学校学習指導要領解説(保健体育編)、体育実技調書、運動着、運動靴（下履き、体

育館シューズ）、水着、水泳帽（ゴーグル使用可）、受験種目に必要な運動用具（柔剣道
着、竹刀、防具等） 

〔技 術〕･･中学校学習指導要領解説(技術・家庭編)、げんのう、かんな、のこぎり、さしがね、
きり、筆記用具、作業に適する服装 

〔家 庭〕･･中学校学習指導要領解説(技術・家庭編)、調理実習用白衣又は長袖エプロン、三角巾、
マスク、裁縫用具一式、筆記用具 

〔英 語〕･･中学校学習指導要領解説(外国語編) 

   《養 護 教 員》･･･実技に適する服装（運動着等） 

 

 



12 選考方針、各試験項目の配点 

 (1) 選考方針 

   「豊かな人間性と社会性」「強い使命感と教育への情熱」「幅広い教養と実践的な専門性」を備え
た常に学び続ける教師を採用します。選考に当たっては、筆答試験または論文試験、面接試験の成
績に加えて、自己申告書、人物評価表、志願書等を参考資料として総合的に検討します。 

(2) 第１次試験 各試験項目等配点 

試験項目等 一般選考 特別選考 

筆答試験（教科等専門分野） 200   

筆答試験（一般教養・教職教養） 100   

論文試験   300 

面接試験 150 150 

合     計 450 450 

(3) 第１次試験参考資料 自己申告書、人物評価表、志願書、臨任等の勤務実績、学校ボランティア等推薦書 

 (4) 第２次試験 各試験項目等配点 

※ 各試験項目の評価基準及び第 

２次試験内容等については、１０ 

月１日までに、さいたま市ホーム 

ページに掲載します。 

 

試験項目等 小・中・養護教員 

論文試験 100 

面接試験 100 

模擬授業・実技試験 200 

合     計 400 

(5) 第２次試験参考資料 自己申告書、人物評価表、志願書、適性検査、臨任等の勤務実績、学校ボランティア等推薦書 

13 試験結果通知 

第１次試験 

結果通知 

平成２２年７月３０日（金）を発表日とし、８月２日（月）までに第１次試験受験者全員に

通知する予定です。なお、合格者には第２次試験会場等を併せて通知します。 

第２次試験 

結果通知 

平成２２年１０月１日（金）を発表日とし、１０月４日（月）までに第２次試験受験者全員

に通知する予定です。 

第１次試験・第２次試験の結果は、さいたま市ホームページ（以下「ＨＰ」という。）に各発表日の午後４時

から１週間程度の間、選考結果（合格者受験番号のみ）を掲載します。 

※ ＨＰ☛http://www.city.saitama.jp/（ＨＰ⇒職員募集） 

14 成績開示 

  第１次試験及び第２次試験結果通知時に、不合格者のみ総合評価（３段階表示）を通知します。なお、「教

員採用選考試験の個人別成績に係る開示請求に関する要綱」に基づき、第１次試験及び第２次試験不合格者

は、成績一覧の開示を請求できます。（土曜日、日曜日、祝日等は除く） 

開示請求者 開 示 内 容 開 示 予 定 期 間 開 示 時 間 開 示 場 所 

第１次試験 

不合格者 

総合評価 

（３段階） 

成績一覧 

平成２２年８月２日～ 

平成２２年９月１日 

第２次試験 

不合格者 

総合評価 

（３段階） 

成績一覧 

平成２２年１０月４日～ 

平成２２年１１月２日 

10：00～12：00

13：00～16：00

さいたま市教育委員会 

学校教育部教職員課 

 (さいたま市役所１０階）

  ※ 開示請求をする場合は、受験票を持参ください。 
  ※ 電話及び代理人による開示請求はできません。 

15 登載・採用 

(1) 第２次試験の合格者を「平成２３年度さいたま市立小・中学校等教員採用候補者名簿」（以下「名簿」

という。）に登載します。登載の有効期間は、平成２３年３月３１日から１年間とします。 

  なお、大学院在学者が修学のため、平成２３年４月の採用を辞退し、大学院課程修了の後の採用を希望

する場合、本人がさいたま市教育委員会にその申し出を行い、許可を受けたものに限り採用期日を延長で

きるものとします。その場合、平成２４年３月３１日までに、登載校種の教員専修免許状を取得する必要

があります。 

－ ７ － 



(2) 平成２３年３月３１日までに登載校種の教員免許状が取得できない場合は、登載を取り消します。 

(3) 名簿登載者（中学校教員に限る。）のうち、高等学校教諭普通免許状（取得見込も含む。）を併せ持つ方

は、将来、高等学校に異動する場合があります。 

(4) 日本国籍の方は教諭（養護教諭）として、日本国籍を有しない方は任用の期間を付さない常勤の講師と

して任用します。 

(5) 名簿登載者以外に、名簿登載者に欠員が生じた場合を勘案して若干名「補欠」と決定し通知します。 

(6) 「補欠」と決定された方で名簿登載されなかった場合は、次年度のさいたま市立小・中学校等教員採用

選考試験の同一校種・教科等を受験する場合に限り、第１次試験を免除します。 

ただし、自己都合により辞退した場合は除きます。 

 

参  考 

 【給与・勤務条件等】 

    さいたま市の職員となりますが、給与及び勤務時間は埼玉県の条例が適用されます。 

１ 給与 

大学卒 ２２６，０００円 
小・中学校

短大卒 ２０１，０００円 

平成２２年４月１日現在の給料、教職調整額、 

地域手当等の合計金額は、おおむね右のとおり 

です。 

このほかに、期末・勤勉手当及び支給要件に応じて諸手当（扶養、通勤、住居手当等）が支給され

ます。 

２ 勤務時間 

原則として月曜日～金曜日  １日７時間４５分 

３ 休日等 

   (1) 土曜日及び日曜日 

   (2) 祝日等（国民の祝日に関する法律に規定する休日） 

   (3) １２月２９日から翌年１月３日までの日 

４ 休暇 

年間２０日の年次有給休暇（４月採用者は、その年は１５日）、夏季休暇・結婚休暇・忌引休暇等の

特別休暇があります。 

※ 給与、勤務条件等は、条例等の改正（給与改定等）により、変更される場合があります。 

 【過去の実績】                    （  ）内は平成２１年度（平成２０年度実施） 

          平成２２年度（平成２１年度実施）     単位は人（倍率を除く。）

区 分 受験者総数

(A) 

第１次 

受験者数 

第１次 

合格者数 

第２次 

合格者数(B)

倍率 

(A)/(B) 
補欠 

小学校教員 
４２７ 

(４１４) 

４０５ 

(４０１) 

２９１ 

(２６５) 

１３０ 

(１２０) 

３．３ 

(３．５) 

１０ 

(１０) 

中学校教員 
４２４ 

(４０９) 

４０９ 

(３９３) 

１４８ 

(１１８) 

５５ 

(４５) 

７．７ 

(９．１) 

２２ 

(１１) 

養護教員 ５９ 

(４７) 

５５ 

(４２) 

２０ 

(２０) 

８ 

(８) 

７．４ 

(５．９) 

２ 

(１) 

※ 受験者総数及び第１次合格者数は、第１次試験免除者を含む。 
※ 平成２３年度の志願者状況は、６月中旬にさいたま市ホームページに掲載します。 

 

～ 問 い 合 わ せ 等 ～ 

さいたま市教育委員会 学校教育部 教職員課 人事係 

〒330-9588  さいたま市浦和区常盤６丁目４番４号（さいたま市役所１０階） 

℡ ０４８－８２９－１６５３ 

E-Mail kyoiku-kyoshokuin@city.saitama.lg.jp 

－ ８ － 


